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１ 令和８年度漁業生産力・水産多面的機能強化対策講習会 

ブロック講習会（福岡会場）プログラム 

令和８年９月３０日（水） 

会場：福岡県中小企業振興センター ホール（A+B）開場１３時から 

藻場部会 

13：00～ 

13：25～13：30 

13：30 

13：30～13:40 

13：40～14：20 

14：20～14：50 

14：50～15：20 

15：20～15：50 

15：50 

16：00～16：30 

開場 

受講に際しての諸注意 

開会 

挨拶（主催者、水産庁） 

藻場部会コーディネーター（吉村拓サポート専門家） 

（１）藻場再生対策と食害生物の有効利用について

①藻場再生対策と食害生物の有効利用の意義について

（漁場生産力・水産多面的機能強化対策支援委託事業

藤田大介検討委員会委員） 

②筑前海における藻場再生活動とウニの有効利用事例について

（福岡県漁業管理課）

③五島市における藻場再生活動と植食性魚類等の有効活用について

（吉村拓サポート専門家）

④食害魚の有効活用による藻場再生（犬束ゆかりサポート専門家）

閉会 

現地視察事前説明 
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都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

1 北海道 長瀬桂一 北海道根室市水産経済部水産振興課 行政

2 北海道 浅井大輔 北海道根室市水産経済部水産振興課 行政

3 福井県 紺田昌二 崎生態系保全活動グループ 活動組織

4 三重県 小河光昭 波切地区海岸環境保護協議会 活動組織

5 三重県 山本和正 波切地区海岸環境保護協議会 活動組織

6 三重県 金丸雄一 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

7 三重県 大野愛子 amaレンジャープロジェクト 活動組織

8 三重県 野村浩美 amaレンジャープロジェクト 活動組織

9 三重県 岡野健次 三重県尾鷲農林水産事務所漁政課 行政

10 鳥取県 西村美桜 鳥取県漁業調整課 行政

11 島根県 石橋泰史 島根県東部農林水産振興センター 行政

12 島根県 山根杏梨 島根県西部農林水産振興センター 行政

13 徳島県 森　啓介 徳島県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

14 香川県 河野将隆 香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

15 香川県 秋山智彦 香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

16 愛媛県 友田帆乃香 愛媛県水産課 行政

17 福岡県 小林克広 博多湾環境保全伊崎作業部会 活動組織

18 福岡県 横山将貴 博多湾環境保全伊崎作業部会 活動組織

19 福岡県 小林友貴 博多湾環境保全伊崎作業部会 活動組織

20 福岡県 梨木大輔 福岡県農林水産部水産局漁業管理課 行政

21 福岡県 岩奥　渓 福岡県農林水産部水産局漁業管理課 行政

22 福岡県 岩﨑 啓 福岡県農林水産部水産局漁業管理課 行政

23 福岡県 今井啓太 福岡県福岡市水産振興課 行政

24 福岡県 大村浩一 福岡県福岡市水産振興課 行政

25 福岡県 江頭大樹 福岡県福岡市水産振興課 行政

26 福岡県 中村真由美 福岡県農林水産部水産海洋技術センター浅海増殖課 試験場他

27 福岡県 井本光紀 福岡県農林水産部水産海洋技術センター浅海増殖課 試験場他

28 佐賀県 伊藤幸子 佐賀県環境・生態系保全対策地域協議会 協議会

29 佐賀県 大庭元気 佐賀県水産課 行政

30 長崎県 土肥栄幸 勝本地区活動組織 活動組織

31 長崎県 山仲洋紀 郷ノ浦活動組織 活動組織

32 長崎県 吉田幸一郎 深江ブループロジェクト活動組織 活動組織

33 長崎県 小波砂織 深江ブループロジェクト活動組織 活動組織

34 長崎県 立石雅之 有川町漁協活動組織 活動組織

35 長崎県 廣川　淳 大瀬戸地区藻場育成会 活動組織

36 長崎県 平　宇翔 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

37 長崎県 軍司宏紀 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

38 長崎県 横田智也 平戸市農林水産部水産課水産振興班 行政

39 長崎県 郡家　務 長崎県諫早市林務水産課 行政

40 長崎県 田中琳太良 長崎県諫早市林務水産課 行政

41 長崎県 山口梨沙 長崎県南島原市水産課 行政

42 長崎県 佐藤　駿 長崎県対馬市水産課 行政

43 長崎県 一瀬洋平 長崎県西海市水産課 行政

44 長崎県 前田奨悟 長崎県五島市水産課 行政

45 熊本県 中山晃太朗 熊本県芦北町農林水産課 行政

２　出席者名簿
【ブロック講習会（福岡会場）】
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都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

46 大分県 渋谷駿太 大分県水産振興課 行政

47 宮崎県 杉本海梨 宮崎県漁業協同組合連合会 漁連・漁協

48 宮崎県 山本太一 宮崎県漁業管理課 行政

49 宮崎県 岩切文汰 宮崎県門川町農林水産課 行政

50 コーディネーター 吉村　拓 サポート専門家（一般社団法人磯根研究所） 専門家事務局等

51 講習会講師 礒崎大徳 福岡県漁業管理課 行政

52 講習会講師 藤田大介 漁場生産力・水産多面的機能強化対策支援委託事業検討委員会委員 専門家事務局等

53 講習会講師 犬束ゆかり サポート専門家（有限会社丸徳水産） 専門家事務局等

54 視察講師 林田宜之 福岡県水産海洋技術センター 試験場他

55 視察講師 佐野満汰 福岡県水産海洋技術センター 試験場他

56 視察講師 田村颯天 福岡県水産海洋技術センター 試験場他

57 視察講師 南里海児 サポート専門家（株式会社ベントス） 専門家事務局等

58 視察事例紹介者 山﨑賞二 唐泊海士組（福岡県福岡市） 活動組織

59 視察事例紹介者 岩城和久 福岡市漁業協同組合唐泊支所　支所運営委員会会長 漁連・漁協

60 水産庁 栁澤　翼 水産庁漁港漁場整備部計画・海業政策課計画官（防災漁村課付） 専門家事務局等

61 共同機関 完山　暢 一般社団法人水産土木建設技術センター 専門家事務局等

62 共同機関 片瀬亜紀 全国漁業協同組合連合会 専門家事務局等

63 事務局 斎藤　晃 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会専務理事 専門家事務局等

64 事務局 岩橋好敏 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事務局参与 専門家事務局等

65 事務局 河西伸治 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事務局参与 専門家事務局等

66 事務局 小迫智宏 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事業推進部課長 専門家事務局等
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環
境
輸
出

-流
れ
藻

流流
れれ
藻藻

打打
ちち
上上
げげ

寄寄
りり
藻藻

生生
物物

選選
択択

（（
摂摂
餌餌

・・
付付
着着

のの
調調

節節
））

ホ
ソ
ユ
カ
リ

フ
ク
リ
ン
ア
ミ
ジ

カ
ジ
メ

マ
ク
サ

ｵﾊ
ﾞｸ

ｻ

ﾏｸ
ｻ

空
白

ｲﾊ
ﾞﾗ

ﾉﾘ
ホ
ソ
ユ
カ

リ 摂
餌
刺

激
物
質

摂
餌
忌
避

物
質 パ
ン
ク
リ
ッ
プ

7



・
ウ
ニ
が
高
密
度

⇒⇒
減

ら
す

（
採

る
，

潰
す

）
侵

入
を

防
ぐ

（
ｶｺ

ﾞ・
ﾌｪ

ﾝｽ
）

１
．

藻
場

形
成

阻
害

要
因

を
軽

減

ダ
イ
バ
ー
に
よ
る

ウ
ニ
除
去
（
佐
井
）

カ
ゴ
内
で
は
コ
ン
ブ
が
生
育
（
女
川
）

海海
藻藻

がが
食食

わわ
れれ

るる
水水

温温
＜＜

海海
藻藻

がが
生生

ええ
なな

くく
なな

るる
水水

温温

フ
ェ
ン
ス
に
よ
る
ガ
ン
ガ
ゼ
の
侵
入
防
止
（
沼
津
）

ウ
ニ
バ
ス
タ
ー

（
横
須
賀
）

磯磯
焼焼
けけ

対対
策策
のの
基基

本本

•
ウ

ニ
や

植
食
性
魚
類

が
高
密
度

⇒⇒
減
ら
す

侵
入
を
防
ぐ

１
.

藻
場

形
成

阻
害

要
因

を
軽

減

２
．

不
足

す
る

タ
ネ

や
栄

養
塩

を
添

加
•

タ
ネ

（
胞
子
・
卵
）

の
不
足

⇒⇒
母
藻
や
種
苗
を
供
給

•
栄

養
塩

の
不
足

⇒⇒
施
肥

そ
の
う
え
で
，
必
要
な
場
合
に
，

藻
場

再
生

対
策

の
意

義

⇒
藻
場

の
規
模

回
復
/
機
能
の

回
復

（
面

積
・

高
さ

・
被

度
・

群
集

）

食
害

生
物

の
有

効
利

用
の

意
義

⇒
 
 
ど

の
よ

う
な

効
果

？

藻
場
の
機
能
⇒⇒

藻
場
再
生
で
回
復

基
礎

生
産

：
光
合
成
（

CO
2固

定
）
を
行

う
。

ﾌﾞ
ﾙｰ

ｶｰ
ﾎﾞ

ﾝ増
加

栄
養

吸
収

：
栄
養
塩
（

N,
 P
）
を
吸
収
す
る
。

再
生
循
環
回
復

食
物
供
給
：
動
物
に
食
物
を
与
え
る
。

成
長

・
身

入
り

改
善

環
境

創
生

：
す
み
か
や
隠
れ
が
を
つ
く

る
。

餌
料
・
稚

仔
増
加

環
境

緩
和

：
波
や
光
を
和
ら
げ
る
。

静
穏
・
保

護
環
境

を
回
復

生
物

選
択

：
藻
場
と
相
性
の
い
い
生
物
を

集
め
る

。
秩

序
回
復

環
境
輸
出
：
寄
り
藻
・
流
れ
藻
・
打
ち
上

げ
藻

環
境
輸
出
：
寄
り
藻
・
流
れ
藻
・
打
ち
上

げ
藻

餌
料
拡
散

･保
護
環
境
回
復

･タ
ネ
拡
散
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潰潰
しし
たた

ウウ
ニニ

のの
殻殻

・・
棘棘

•
ウウ

ニニ
殻殻

・・
棘棘

はは
ブブ

ルル
ーー

カカ
ーー

ボボ
ンン

とと
みみ

なな
ささ

れれ
なな

いい
・・

・・
・・

・・
光光

合合
成成

（（
炭炭

素素
固固

定定
））

でで
はは

なな
くく

炭炭
酸酸

塩塩
形形

成成

・・
形形

成成
時時

にに
CC
OO
22
放放

出出

CC
aa
𝟐𝟐+
+
𝟐𝟐HH

CC
OO
𝟑𝟑−
→

CC
aa
CC
OO
𝟑𝟑
+
CC
OO
𝟐𝟐
+
HH
𝟐𝟐OO

・・
たた

だだ
しし

，，
貯貯

蔵蔵
性性

はは
ああ

るる
？？

•
数数

カカ
月月

～～
数数

年年
以以

内内
にに

分分
解解

⇒⇒
海海

砂砂
のの

一一
部部

⇒⇒
摩摩

耗耗
・・

溶溶
解解

（（
ササ

ンン
ゴゴ

・・
貝貝

殻殻
よよ

りり
もも

脆脆
いい

））

•
砂砂

・・
泥泥

にに
埋埋

没没
しし

てて
数数

百百
万万

年年
経経

つつ
とと

化化
石石

にに
？？

？？

•
丸丸

ごご
とと

食食
べべ

るる
魚魚

のの
場場

合合
はは

魚魚
のの

骨骨
形形

成成
にに

！！

（（
イイ

シシ
ダダ

イイ
，，

ママ
ダダ

イイ
なな

どど
））

潰
し
た
ウ
ニ
の
軟
体
部
分

中
南

日
本

：
海

中
で

潰
せ

ば
魚

の
餌
に

な
る

（
マ
ダ
イ
，
イ
シ
ダ
イ
，
カ
ワ
ハ
ギ
，
ベ
ラ

et
c.）

北
日

本
：

魚
の

餌
に

な
り

に
く

い
!?

（
ヒ

ト
デ

，
ム

シ
ロ

ガ
イ
？

）

二
分
か
四
分
も
し
く
は

破
裂
が
理
想
的

磯磯
焼焼
けけ

域域
のの
ウウ
ニニ

除
去
効
率
が
最
も
高

い
の

は
「

海
中

で
潰

す
こ

と
」

素
潜

り
＜

SC
UB

A 
（

～
3倍

）
採

取
＜
潰
し

（
～

4倍
）

藻
場
回
復
に
は
徹
底
除
去
が
必
要
！

（
基

本
的

に
は

０
を

目
指
す

）
肥
育
目
的
の
採
取
だ
け
で
は

桁
違
い
に
不
十
分
！

⇒
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
ウ
ニ
が
増
え
て
も
大
丈
夫
・
・
・

⇒
限
界
を
超
え
る
と

磯
焼
け
に
な
る
・
・
・
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藻
場

再
生

対
策

と
食

害
生

物
の

有
効

利
用

の
意

義

・
藻

場
の

機
能

の
回

復
⇒ ⇒

漁
業

資
源

の
維

持
・

増
大

，
沿
岸

環
境
の

保
全

・
ウ
ニ
：
嗜
好
食
材
の
確
保

～
将
来
は
外
貨
獲
得
？

・
植

食
性

魚
類

：
タ

ン
パ

ク
質

確
保

・
食

・
生

活
が

豊
か

に
。

・
関

係
人

口
の

増
加

（
個

人
と

，
店

と
，

企
業

と
，

異
業

種
と

，
若

い
世

代
と

et
c.）

Th
an

k 
yo

u.

植植
食食

性性
魚魚

類類
はは

貴貴
重重

なな
タタ

ンン
パパ

クク
源源

学
食

，
給

食
，
冷
凍
食
品
，
缶
詰
，
ペ

ッ
ト
フ
ー

ド
な
ど

。

・
海
藻
を
食
べ
る

魚
が

高
密

度
⇒ ⇒

減
ら
す
・
侵

入
を

防
ぐ

網
カ
ゴ
内
で
繁
茂
し
た
キ
レ
バ
モ
ク
（
奄
美
大
島
）仕

切
り
網
（
五
島
）

１
．

藻
場

形
成

阻
害

要
因

を
軽

減

刺
網
で
除
去
（
館
山
）

定
置
網
で
除
去

水水
揚揚
げげ

しし
たた

ウウ
ニニ

•
肥
育
（
⇒⇒
食
用
）
＜
コ
ス
ト
高
＞

ス
ー
パ
ー
？

回
転
ネ
タ
？

レ
ス
ト
ラ
ン
？

道
の
駅
？

海
外
輸
出
用
？

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
？

•
陸
上
用
肥
料
（
⇒ ⇒
酸
性
土
壌
の
ア
ル
カ
リ
化
？
）

乾
燥
，
焼
成
（
⇒ ⇒

Ca
O）

，
堆
肥
化

•
イ
シ
ダ
イ
用
釣
餌

殻
付
き
ウ
ニ

ミ
ン
チ

•
殻
利
用

ク
ラ
フ
ト
，
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
，

エ
ア
プ
ラ
ン
ト
ホ
ル
ダ
ー
，

ウ
ニ
染
め
，
陶
器

藻
場
再
生
用
肥
料

et
c. 

1.
高
品
質
タ
ン
パ
ク
質
，

2.
 D

HA
・

EP
A（

オ
メ
ガ

3脂
肪
酸
）

，
3.

 ビ
タ
ミ

ン
A（

レ
チ
ノ
ー
ル

）
，

4.
 ビ

タ
ミ
ン

B群
（
特

に
B1

2）
，

5.
 ミ

ネ
ラ
ル
（

Zn
, F

e）
，

X1
.プ

リ
ン
体
，

X2
. コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル
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筑
前
海
の
藻
場
の
減
少

１
．
福
岡
県
の
お
か
れ
る
状
況

１
．
福
岡
県
の
お
か
れ
る
状
況

１
．
福
岡
県
の
お
か
れ
る
状
況

ウ
ニ
類
（ム

ラ
サ
キ
ウ
ニ
・ガ

ン
ガ
ゼ
）の

食
害
に
よ
り
、
一
部
の
藻
場
が
減
少
。

餌
の
海
藻
が
減
っ
て
も
ウ
ニ
は
死
な
な
い
が
、
身
が
痩
せ
漁
獲
価
値
が
な
く
な
る
。

漁
獲
さ
れ
な
い
こ
と
で
さ
ら
に
ウ
ニ
が
増
加
し
、
藻
場
の
減
少
が
広
が
る
悪
循
環
に
。

身
入
り
の
減
少

漁
獲
減
に
よ
る

個
体
数
増
加

藻
場
減
少
の

悪
循
環

１
．
福
岡
県
の
お
か
れ
る
状
況

１
．
福
岡
県
の
お
か
れ
る
状
況

１
．
福
岡
県
の
お
か
れ
る
状
況

日
本
海
な
ど
の
外
海
に
面
し
、
深
い
と
こ
ろ
で

1
2

0
ｍ
程
。

豊
か
な
藻
場
が
存
在
し
、
ア
ワ
ビ
・サ

ザ
エ
・ウ

ニ
等
を

素
潜
り
で
採
捕
す
る
海
士
漁
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

１
．
福
岡
県
の
お
か
れ
る
状
況

２
．
漁
場
生
産
力
・
水
産
多
面
的
機
能
強
化
対
策
事
業
の
実
施
状
況

３
．
そ
の
他
の
藻
場
保
全
活
動

本
日
の
内
容

多
面
的
事
業
外

筑筑筑筑筑筑筑筑筑筑筑筑筑筑筑筑筑筑
前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前
海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海
にににに
おおおおおおおおお
けけけけけけけけけけ
るるるるるるるるるるる
藻藻藻藻藻藻藻藻藻藻藻藻藻藻藻藻藻藻藻藻藻藻藻藻
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場
再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再
生生生生生生生生生生生生生
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
とととととと

ウウウウウウウ
ニニニ
のののののののののの
有有有有有有有有有有有有有有有有
効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効
利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用
事事事事事事事事事事事事事
例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例
にににににに
つつつつつつつつつつ
いいいいいいい
ててててててててててて Ｒ
８
Ｒ
８
Ｒ
８
...９９９
.3
0
.3
0
.3
0

福
岡
県
農
林
水
産
部
水
産
局
漁
業
管
理
課

福
岡
県
農
林
水
産
部
水
産
局
漁
業
管
理
課

福
岡
県
農
林
水
産
部
水
産
局
漁
業
管
理
課

福
岡
県
→筑
前
海
に

変
更

 ②筑前海における藻場再生活動とウニの有効利用事例について
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２
．
漁
場
生
産
力
・
水
産
多
面
的
機
能
強
化
対
策
事
業
の
実
施
状
況

２
．
漁
場
生
産
力
・
水
産
多
面
的
機
能
強
化
対
策
事
業
の
実
施
状
況

２
．
漁
場
生
産
力
・
水
産
多
面
的
機
能
強
化
対
策
事
業
の
実
施
状
況

福
岡
県
(
筑
前
海
区
)
の
藻
場
保
全
活
動
の
取
組

(
２
)
母
藻
の
設
置

ウ
ニ
密
度
が
適
切
な
漁
場
で
は
、
食
害
生
物
の
除
去
に
続
く
取
組
と
し
て
母
藻

の
投
入
を
実
施
し
て
い

る
漁

場
も
あ
り
ま
す
。

２
．
漁
場
生
産
力
・
水
産
多
面
的
機
能
強
化
対
策
事
業
の
実
施
状
況

２
．
漁
場
生
産
力
・
水
産
多
面
的
機
能
強
化
対
策
事
業
の
実
施
状
況

２
．
漁
場
生
産
力
・
水
産
多
面
的
機
能
強
化
対
策
事
業
の
実
施
状
況

福
岡
県
(
筑
前
海
区
)
の
藻
場
保
全
活
動
の
取
組

(
１
)
食
害
生
物
（ウ

ニ
類
）
の
除
去

5
個
体

以
下

/
㎡
を
目

安
に
除

去
活
動

を
実

施
。

ウウ
ニニ
除除
去去
実実
施施

ウウ
ニニ
除除
去去
未未
実実
施施

２
．
漁
場
生
産
力
・
水
産
多
面
的
機
能
強
化
対
策
事
業
の
実
施
状
況

２
．
漁
場
生
産
力
・
水
産
多
面
的
機
能
強
化
対
策
事
業
の
実
施
状
況

２
．
漁
場
生
産
力
・
水
産
多
面
的
機
能
強
化
対
策
事
業
の
実
施
状
況

福
岡
県
(
筑
前
海
区
)
の
藻
場
保
全
活
動
の
取
組

(
１
)
食
害
生
物
（ウ

ニ
類

）の
除

去

２
．
漁
場
生
産
力
・
水
産
多
面
的
機
能
強
化
対
策
事
業
の
実
施
状
況

２
．
漁
場
生
産
力
・
水
産
多
面
的
機
能
強
化
対
策
事
業
の
実
施
状
況

２
．
漁
場
生
産
力
・
水
産
多
面
的
機
能
強
化
対
策
事
業
の
実
施
状
況

福
岡
県
(
筑
前
海
区
)
の
藻
場
保
全
活
動
の
取
組

H
2

2
年
に
福
岡
県
環
境
・
生
態
系
保
全
対
策
地
域
協
議
会
を
設
立

R
7
年
度

1
5
組
織

2
3
支
所
が
活
動

（う
ち
１
３
組
織

2
1
支
所

2
1
1
0
人

※
が
約

1
4

0
h

a
で
「
藻
場
の
保
全
活
動
」を

実
施
）

※
延
べ
人
数

12



３
．
そ
の
他
の
藻
場
保
全
活
動

３
．
そ
の
他
の
藻
場
保
全
活
動

３
．
そ
の
他
の
藻
場
保
全
活
動

多
面
的
事
業
外
の
活
動

（
２
）
ウ
ニ
養
殖

あ
あ
あ
あ
あ

販
売
イ
ベ
ン
ト
に
は

長
蛇
の
列
が
！

す
ぐ
に
完
売
し
ま
し
た
。

道
の
駅
で
販
売
す
る
等
、

各
地
域
で
販
路
に
も
工

夫
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

３
．
そ
の
他
の
藻
場
保
全
活
動

３
．
そ
の
他
の
藻
場
保
全
活
動

３
．
そ
の
他
の
藻
場
保
全
活
動

多
面
的
事
業
外
の
活
動

（
２
）
ウ
ニ
養
殖

あ
あ
あ
あ
あ

漁
業
者
が
地
元
産
野
菜
等
を
与
え
て
養
殖
！

甘
夏
の
皮
を
与
え
て
香
り
を
よ
く
す
る
工
夫
も

３
．
そ
の
他
の
藻
場
保
全
活
動

３
．
そ
の
他
の
藻
場
保
全
活
動

３
．
そ
の
他
の
藻
場
保
全
活
動

多
面
的
事
業
外
の
活
動

(
１
)
協
議
会
の
設
立

ウ
ニ
除
去
に
よ
る
一
石

三
鳥

の
実

現
の
た
め
、
令
和

６
年
４
月

、
筑

前
海

沿
海
の

漁
協
、
市
町
、
企
業
等
で
構
成
す
る
福
岡
県
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
推
進
協
議
会

を
設
立
。

活
動
に
よ
っ
て
増
加
し
た
藻
場
で
の
将
来
的
な
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
申

請
に
向
け
活
動
中
。

３
．
そ
の
他
の
藻
場
保
全
活
動

３
．
そ
の
他
の
藻
場
保
全
活
動

３
．
そ
の
他
の
藻
場
保
全
活
動

多
面
的
事
業
外
の
活
動

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
創
出
で
「
一
石
三
鳥
」

※※
養
殖
に
使
用
し
て
い
る
ウ
ニ
は
多
面
的
事
業
外
で
採
捕
し
た
ウ
ニ
を
使
用

13



ごごごごご
清清清清清清清清清清清清清清清清
聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴
あああああああああああああ
りりりりりりりり
がががががががががががががが
ととととと
ううううううううう
ごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざざざざ
いいいいいい
ままままままままままままま
ししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたた

３
．
そ
の
他
の
藻
場
保
全
活
動

３
．
そ
の
他
の
藻
場
保
全
活
動

３
．
そ
の
他
の
藻
場
保
全
活
動

多
面
的
事
業
外
の
活
動

（
３
）
投
石
再
配
置

あ
あ
あ
あ
あ

過
去
に
整
備
し
た
投
石
漁
場
の
石
材
再
配
置
を
全
国
で
初
め
て
施
工
。

密
な
石
材
を
広
げ
て
再
配
置
す
る
こ
と
で
、
潮
通
し
が
よ
く
、

ウ
ニ
の
除
去
活
動
が
し
や
す
い
漁
場
を
造
成
し
た
。

追
跡
調
査
に
よ
り
、
ウ
ニ
密
度
の
低
下
や
、
海
藻
現
存
量
の
増
加
を

確
認
。

３
．
そ
の
他
の
藻
場
保
全
活
動

３
．
そ
の
他
の
藻
場
保
全
活
動

３
．
そ
の
他
の
藻
場
保
全
活
動

多
面
的
事
業
外
の
活
動

（
３
）
投
石
再
配
置

図
や
写
真
の
よ
う
な
投
石
漁
場
で
は
、
密
に
詰
ま
っ
た
石
材
の
隙
間
に

ウ
ニ
が
隠
れ
て
し
ま
い
除
去
効
率
が
悪
い
。
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③五島市における藻場再生活動と植食性魚類等の有効利用について
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チ
リ
ソ
ー
ス

お
す
い
も
の

南
蛮
づ
け

さ
つ
ま
揚
げ

バ
タ
ー
焼
き

い
り
や
き

有
効
に
活
用
し
資
源
へ

“海
藻
た
っ
ぷ
り
”

増
え
続
け
る
食
害
魚

食
害
魚
の
有
効
活
用
に
よ
る

藻
場
再
生

犬
束
ゆ
か
り

　

④食害魚の有効活用による藻場再生
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鱗
を
つ
け
た
ま
ま
皮
を
は
ぎ
ま
す

鱗
を
付
け
た
ま
で
三
枚
に

手
早
い
さ
ば
き
方

加
工
の
秘
訣

20



12

そ
う
介
メ
ン
チ
カ
ツ
の
誕
生
！
！

く
さ
み
抜
き

簡
単
下
ご
し
ら
え
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漁
業
者

漁
協 女
性

行
政

給
食
栄
養

士

民
間
企
業

情
報
の
共
有
＆
味
方
づ
く
り

洗
い
を
繰
り
返
し
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
ら

水
気
を
切
り
、
調
味
液
に
つ
け
ま
す

13
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20

【
東
京
・
恵
比
寿
】

TH
E 

TE
ST

 K
IT

CH
EN

【
愛
知
・
名
古
屋
】

TH
E 

GA
TE

HO
US

E
【
大
阪
・
梅
田
】

SØ
HO

LM
 C

AF
É

+D
IN

IN
G

【
京
都
】

ER
UT

AN
 R

ES
TA

UR
AN

T
/ B

AR

全
国
の
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
展
開

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
オ
フ
ィ
ス
×
眞
貝
友
也
シ
ェ
フ
と
の
連
携

漁
業
者

漁
協 市
水
産

県
水
産

振
興
水
産

漁
協

女
性
部

民
間
企
業

他
主
体
と
連
携
す
る
た
め
の
情
報
を
共
有
す
る

何
度
も
重
ね
た
試
食
会
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お
わ
り
に
…

水
産
資
源
が
減
少
し
て
い
る
今
日
、
イ
ス
ズ
ミ
、
ア
イ
ゴ
を
は
じ
め
厄
介
者
と
呼
ば
れ
る
魚
た
ち
は

海
か
ら
の
大
切
な
恵
み
で
あ
り
、
貴
重
な
た
ん
ぱ
く
源
で
す
。
人
が
食
べ
れ
る
よ
う
に
有
効
に
産
物

と
し
て
活
用
を
試
み
る
こ
と
が
重
要
と
思
い
ま
す
。
ま
た
持
続
し
て
使
う
、
一
過
性
の
物
で
は
な
く

継
続
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
情
報
を
共
有
し
、
枠
を
越
え
協
力
し
あ
う
仲
間
作
り

が
大
切
で
す
。

市
場
価
値
が
付
か
な
い
厄
介
魚
た
ち
に
、
価
値
を
付
け
る
為
に
も
、
美
味
し
い
処
理
の
仕
方
、
美
味

し
い
調
理
の
方
法
を
研
究
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
！

と
に
か
く
食
べ
ま
し
ょ
う
！
！

令
和

7年
8
月
美

津
島

町
三

浦
湾

に
て

全
国
の
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
展
開
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１）崎生態系保全活動グループ（福井県坂井市）

参加活動組織実績資料

�� �� ��
��

����

����
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２）甲賀地区景観環境保全会（三重県志摩市）

-水産多面的機能発揮対策事業- 

令和６年度 活動報告 
 
活動組織名：甲賀地区景観環境保全会 
 
■■  活活動動のの目目標標  

平成 30年度： 活動１年目 … 組織の成員の環境保全意識の向上と実践。 

令和元年度 ： 活動２年目 … 前年の流れでの環境保全活動の円滑な実践。 

令和２年度 ： 活動３年目 … 当初の協定上の活動最終年であり、その総括。 

令和３年度 ： 活動４年目 … 培った海洋環境の保全意識の総括とさらなる持続。 

令和４年度 ： 活動５年目 … さらなる保全活動の進展と、地域間の連携・協力。 

令和５年度 ： 活動６年目 … 環境変動を乗り越え、それに＜克つ（克服する）漁民の知恵＞の創出。 

令和６年度 ： 活動７年目 … 被災した輪島海女らとの交流を通じ、磯の変容という難局をともに考える。 
 
■■  活活動動実実績績等等  

活動項目 活動の内容とその方法 実績・成果 課題 

 

 

 

【漂流漂着物、 

堆積物の 

処理】 

＜モニタリング＞ 東京海洋大学・

山川紘博士と藤本准教授の指導

のもとヒジキ・フノリなど潮間帯の

植生を分析してきた。パンデミッ

ク後はその知見で自組織で活動。 

＜海浜清掃＞ 活動開始後に大型

台風が二年連続襲来し、その膨大

なゴミ処理を女性と地域住民も

動員し無事完遂。その後、活動は

定着した（高齢者の参加率高し）。 

春１回が基本で、年２

回の調査を岸（磯場）

より行う年もある。 

---------------- 

海浜清掃は、大々的

には例年ほぼ３－４回

おこない、小規模活動

も時化ごとに不定期

に行っている（台風一

過後などに随時）。 

通年かつ年度を跨いでのモニタ

リング成果の比較を目指す。一方

で一年藻の植生の変遷が激しく、

戸惑いもある。 

------------------------- 

イセエビ漁の繁忙期１０月には、

男手の動員が困難となる。高齢者

の参加が習慣づけられたのは好ま

しいが、予算枠を超え、財政的に

極めて厳しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【藻場の保全】 

 

＜モニタリング＞ もともと対象区
域の半分をコドラード法、もう半分
を景観被度により調査してきた。し
かし、海洋環境の特性（アラメ場に
アカモクも繁茂）に鑑み、令和２年度
から景観被度のみに切り替えた。 
＜海藻の種苗投入＞ 当初は成熟

したアラメ子葉より採取した遊走

子をもちい着底を試み、それを海

底に設置した。 

＜母藻の設置＞ スポアバッグ法
による種付を成員により行ってい

たが、刺網ゴミの有効活用に切り

替えた（右記参照）。 

＜食害生物除去＞ 対象区域の黒

ウニ（ムラサキウニ）が磯焼けの進

行に歩調を合わせ増大しているた

め、除去活動の頻度を上げている。

さらに先進地の阿久根活動組織

（鹿児島県）を招聘し＜廃棄物の利

活用＞(令和５年度より着手）の観点

から漁民シンポジウム「磯焼けに

克つ知恵」を開き(2023 年 1 月)、

本年は２日間にわたり開催した。 

＜平成 30年度＞ 
モニ 5/28，12/10／ 母

藻 11/27／ 種苗

12/14-15／ 除去 7/24 
＜令和元年度＞ モニ
11/16／ 母藻 11/15-16

／ 種苗 12/14-15／ 除

去 6/1,7/23,30 
＜令和２年度＞ モニ
8/29,2/4／ 母藻

11/28／ 種苗 11/17／ 

除去 6/6,24,7/22, 

8/29 
＜令和３年度＞ モニ
2/17／ 母藻・種苗 12/3

／ 除去 5/30-

31,8/22,1/28 

＜令和４年度＞ モニ
3/20／ 母藻・種苗 10-

11月にエビ刺網時に随時 

／ 除去 6/27,  3/10 

＜令和５年度＞  

除去７/１３,２５ ／種苗 1１

/17, 23－24，30ほか 
＜令和６年度＞  

＊母藻の設置／種苗の投

入は、現在作業中。 ＊ウニ

除去とモニタリングは、2-

3月を予定。  

活動開始の直後から、活動歴

の上積みとともに、それぞれの手

法をさまざまな要因により切り替

えてきた。モニタリングの時期は

ようやく春先に落ち着いた。アラ

メ母藻は刺網漁でかかってきたも

の（遊走子が死滅流出する前の鮮

度あるもの）をすぐに回収し、それ

を設置するようになった。 磯焼け

の進行のさなか、わざわざ生きた

個体を採取するわけにはいかな

い。これからも新たに工夫せねば

ならぬ。 ウニ除去は、志摩市水産

課の事業予算での活動（単独事

業）と連動させ、効果を図ってい

る。このサポートは資金難の当組

織の運営の助け舟であり、志摩市

に感謝している。 

漁民シンポジウム「磯焼けに克

つ知恵」では、三重県水産振興事

業団を通じ全漁連にサポートを賜

り深謝している。本年度は、石川県

漁業士会長と輪島海女の講演会

「磯の変容に克つ知恵」を開いた。  
■活動組織としての課題と今後 

活動年数の上積みとともに、磯＝漁場を守るというメンバーの意識の進展がみられ＜主体的な意識＞が醸成

されてきた。 ２年連続で開いた漁民シンポジウム「磯克 ISO-KATSU」では、招聘した対策先進地の皆様との意

見交換を通じ、実際の知見や技術をみずからの地区に還元するよう取り組んでいる。 当海域ではカジメ場が復

活してきており、早熟性種ではないかとの期待を寄せている。 本年度は早熟性カジメ株を発見できなかったも

のの、来期こそその探索を期しており、その株から「一夜漬け」による基質投入を計画する。 また、混成群落が形

成されている地帯からアラメ（サガラメ）の復活も目指したい。 一方で、漁獲対象種の新規開拓も急務である。 
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■■  活活動動状状況況のの写写真真  

      
説明： 県研究所員レクチャー 説明：成熟アラメ子葉の解説 説明：アラメ母藻採取１ 

      
説明： アラメ母藻採取２ 説明：スポアバッグ作成 説明：海中のスポアバッグ 

      
説明：東京海洋大学のご指導 説明：海洋大・山川博士の説明 説明： アラメ遊走子の確認 

    

  

説明：ウニ除去をする海女 説明：ウニ除去作業メンバー 説明： ウニ除去の成果 （＊高齢海

女さん中心の汀からの別働隊あり） 

      

説明：漁民シンポジウム「磯焼けに

克つ知恵」2023のポスター画像 

説明：ISO-KATSU2024「磯焼

けに克つ知恵」のポスター画像 

説明：ISO-KATSU講演会「磯の

変容に克つ知恵」のポスター画像 
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３）波切地区海岸環境保護協議会（三重県志摩市）３３））波波切切地地区区海海岸岸環環境境保保護護協協議議会会（（三三重重県県  志志摩摩市市））  
 
【【活活動動ににおおけけるる課課題題】】 

黒潮の蛇行により磯焼けが急速に進み、地区の海底は砂漠化してアワビがほぼ取れなくな

った。蛇行が終息しましたが、今年度はサザエも激減しています。藻場の回復が優先課題

であり、藻場回復までの間の海女業存続のためにどうすべきかが課題である。 

  

【【活活動動のの目目標標】】  

平成 28 年度：食害生物の除去（ヒトデ・ウニ） 

平成 29 年度：食害生物の除去（ヒトデ・ウニ） 

平成 30 年度：食害生物の除去（ウニ） 

令和元年度：食害生物の除去（ウニ） 

令和２年度：食害生物の除去（ウニ） 

令和３年度：食害生物の除去（ウニ）藻場の保全（アラメ・ワカメの種苗投入） 

令和４年度：食害生物の除去（ウニ）藻場の保全（アラメ・ワカメの種苗投入） 

令和５年度：食害生物の除去（ウニ）藻場の保全（アラメ・ワカメの種苗投入） 

令和６年度：食害生物の除去（ウニ）藻場の保全（アラメ・ワカメの種苗投入） 

令和７年度：食害生物の除去（ウニ）藻場の保全（アラメの種苗投入） 

令和８年度：食害生物の除去（ウニ）藻場の保全（アラメの種苗投入） 

 

【【活活動動実実績績等等ににつついいてて】】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

食害生物の

除去 

海女仲間による素潜りによ

り除去。ムラサキウニ、ヒト

デは回収し、ガンガゼは海

中で潰した。 

平成 29 年度でヒト

デはほぼいなくな

り、30 年度からはム

ラサキウニ、ガンガ

ゼを駆除。年度にも

よるが、かなりウニ

も減ってきている。 

ヒトデ、ウニを駆除し

てきたが、アラメ、カジ

メも無くなってしまっ

た。 

藻場の回復が課題。今

年からムラサキウニの

有効利用も考えたい。 

アラメ、ワ

カメの種苗

投入 

 

アラメ、ワカメの種苗を購

入して、海藻君や牡蠣殻と

共に投入 

ワカメは全く成長し

なかった。アラメも

うまくいかなかった

が、昨年度のアラメ

は仕切り網をしたた

め成長が確認でき

た。 

アラメ、カジメの再生 
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【【活活動動状状況況のの写写真真】】  

      
説明:藻場造成試験 説明：磯焼け前 説明：磯焼け 

      
説明：海藻種苗投入資材 説明：海藻の種苗投入 説明：成長したアラメ 

      
説明：食害生物駆除作業 説明：駆除したムラサキウニ 説明：駆除したムラサキウニ 

      
説明：ムラサキウニの飼育 説明：ムラサキウニの飼育 説明： ムラサキウニ飼育カゴ 
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４）博多湾環境保全伊崎作業部会（福岡県福岡市）�
 �
 �
 ������� � ������ �

�

�
 �	�
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５）郷ノ浦地区藻場保全組織（長崎県壱岐市）��
�

��
�� ��

�� ��
�

�� ����
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６）勝本地区活動組織（長崎県壱岐市）�� �� ��� � ��
�� �� ���	
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７）深江ブループロジェクト活動組織（長崎県南島原市）�� �� �� ����
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８）有川町漁協活動組織（長崎県新五島町）�	
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９）大瀬戸地区藻場育成会（長崎県西海市）�� �� �� �� 
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